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１【提出理由】

　当社及び当社グループの財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に著しい影響を与える事象が発生しまし

たので、金融商品取引法第24条の５第４項並びに企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第12号及び第19号の

規定に基づき、本臨時報告書を提出するものです。

 
２【報告内容】

（１）当該事象の発生年月日

　　2017年１月27日

 

（２）当該事象の内容

①連結決算

　当社グループは2014年４月期からレシピサービスの世界展開を始め、主に買収を通じて地域別にサービスを

提供してきました。

　2015年12月期より、サービス開発効率を高めるため、グローバルで利用可能なレシピサービスのプラット

フォーム（以下、「グローバルプラットフォーム」という）を開発し、順次当該グローバルプラットフォーム

に移行してきました。また、2016年12月期において、英国のCookpad International Ltd.を海外事業の全てを

統括する第二本社と位置づけ、レシピ事業に関する知的財産をCookpad International Ltd.に集約させるとと

もに、海外事業の持株会社化を実施いたしました。

　当該一連の知的財産の集約及び持株会社化により得られる新しい収益源泉は、従来想定していた各海外子会

社単独で成長を続けることにより得られる超過収益力とは別に生み出される超過収益力と判断しました。これ

により、従来認識していた超過収益力であるのれんは、今後使用見込みが実質的になくなったこと等から、認

識し続けるべきではないとの判断に至りました。この結果、2015年12月期以前に認識されたのれん全額にかか

る減損損失約27億円を計上する見込みとなりました。

　また、上記に加え株式会社クックパッドベビー及び、Cucumbertown, Inc.において今後の事業計画、回収可

能額を慎重に検討した結果、合計約８億円の減損損失を計上する見込みとなりました。

②個別決算

　2016年12月期決算の連結決算（IFRS）において、上記ののれんの減損損失等を計上する見込みになったこと

に伴い、個別決算（日本基準）においても、関係会社株式評価損を約47億円計上する見込みです。

 

（３）当該事象の損益及び連結損益に与える影響額

①連結決算

　当該事象により、当社は、2016年12月期決算の連結決算（IFRS）において、のれんの減損損失等約35億円を

その他の費用に計上する見込みとなりました。

②個別決算

　当該事象により、2016年12月期決算の個別決算（日本基準）においても関係会社株式評価損を約47億円計上

する見込みです。なお、当該関係会社株式評価損は、連結決算において消去されるため、連結損益に与える影

響はありません。

 
 
 

EDINET提出書類

クックパッド株式会社(E22663)

臨時報告書

2/2


	表紙
	本文
	１提出理由
	２報告内容

